
 
 
 
 
 

苦情申立ての公表 

 
 
 
 

 令和 6 年 9 月 3 日付で指名停止を行った件につき、令和 6 年 9 月 27 日付 

株式会社稲熊造園土木の苦情申立てがあり、令和 6 年 10 月 9 日付で回答しまし

た。 

 
 
 

  ・苦情の申立書面  ・・・1－2 頁 

  ・回答書面   ・・・3－5 頁 

 
 
 
 
 
 
 
 

以上 
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苦情申立てに対する回答書 

 

６ 財 契 第 ４ ７ 号 

令和６年１０月９日 

 

名古屋市緑区神の倉四丁目１７４番地 

株式会社稲熊造園土木 

代表取締役 稲熊 居吉 様 

 

名古屋市長      

名古屋市上下水道局長 

名古屋市交通局長   

 

 令和６年９月２７日付けで貴社より提出された苦情申立てにつき、名古屋市

指名停止要綱、名古屋市上下水道局指名停止要綱及び名古屋市交通局指名停止

要綱（以下これらを「要綱」といいます。）第１１第２項の規定に基づき、下記

のように回答します。 

 

記 

 

１ 安全管理の措置が不適切であったことについて 

今回苦情申立てをされました本市の発注に係る「街路樹管理委託（緑－

７）及び道路除草管理委託（緑－４）（以下「本件業務」といいます。）」に

ついては、業務委託標準仕様書に基づき、交通誘導警備員を適切に配置す

るなどの安全対策を講じる必要があります。この点、令和６年８月２日付

けで貴社から提出のあった事故発生報告書によれば、本件業務の履行に関

し、「規制車や交通誘導警備員の準備ができていない状態で道路規制を行な

った」とあります。 

そのうえで、事故発生報告書の内容をもとに行った事情聴取の結果を踏

まえ、本件業務の履行にあたり、安全管理の措置が不適切であったことを
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認め、要綱に基づき措置を行ったものであります。 

 

２ 貴社が第三者を負傷させたことについて 

本件事故の発生と安全管理の措置が不適切であったこととの間に因果関

係があったかどうかという点につきまして、本市としては、事故発生時に

おいて交通規制に不備があったこと、そのうえで男性が、当該不備があっ

たために規制内に進入して転倒し、負傷した事故であると認定をしたもの

です。 

この点、苦情申立てにおいて貴社は、「意識のない人が規制の中に入って

きて接触したのが事実で、高齢者が倒れて作業員に当たったのか、作業員

に当たって倒れたのかも分からない」という主張をされておりますが、前

項において記載したように、貴社から提出のあった事故発生報告書の内容

及び事情聴取の結果を踏まえ、事故発生時の交通規制の不備があったため

に原動機付自転車を規制内に進入させたことが原因で発生した事故である

と判断したものです。 

以上のことから、本件事故の発生と安全管理の措置が不適切であったこ

ととの間に因果関係があることを認められるものと判断し、要綱に基づき

措置を行ったものであります。 

 

３ 状況に応じた措置の検討について 

名古屋市が行う指名停止の措置は、認定した事実が要綱の措置要件に該

当する場合に、定められた期間を指名停止とするものです。 
本件事故については、上記にあるとおり事故発生時において交通規制に

不備があったこと、その不備があったために規制内に進入して転倒し、負

傷した事故であることが認定されています。 
これ以外に、指名停止の適用にあたり考慮すべき事実は認定されていな

いものです。 
結論  

以上のことから、本件について指名停止措置を行ったことは適正なものです。 
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＊次の項目をよくお読みください。 

(1) 本回答書の説明に不服がある場合は、当該指名停止の期間内又は本回

答日の翌日から起算して２週間以内に、名古屋市長、名古屋市上下水道

局長及び名古屋市交通局長に対して、所定の再苦情申立書を提出するこ

とにより、再苦情の申立てをすることができます。 

(2) 再苦情申立書は財政局契約監理課に提出してください。なお、再苦情

申立書の様式は財政局契約監理課において配布します。 

(3) 再苦情の申立てについては、名古屋市入札監視等委員会に諮問します。 

 

 

（問い合わせ先）  

財政局契約部契約監理課 TEL:972-2321（直通） 
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